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金沢大学医学部微生物学教室（主任　谷教授）

川　　　崎　　　　浩
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林 保

　　7αmっ醜　παシα8ゐ6

大久保　　伊　　昭
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　　（昭和30年1月5日受附）

第1章緒

　鶏卵は微生物に対して一種の培養基と見倣す

～二とが出来るという考えは，既に1888年H廿ppe

1）が無精鶏卵にvibrio　colnmaを接種したヒと

に始まる．その後卵孚化鶏卵が微生物の研究に応

用され，るようになったが，1933年Goodi）astur　2）

及びその協力者達によって伝染性疾患の実験的

研究が可能であると強調されるに及び艀化鶏卵

の認識が深められるようになった．今日，卵孚化

鶏卵が人類及び動物に病原性ある殆んどすべて

のvirus，　rエckettsia及びbacteriaの増殖に有効

なi環境的要：素を：有しているヒとが認められ，人

工培養の困難な或る種病原体の分離継株，診断

用抗原，vaccineの製造，更に治療学的研究等

の多方面にわたって卵孚化鶏卵が応用されている

言

琴歌にある．

　所が諸種：の感染性病原体の増殖に好影響を与

えている卵色化鶏卵中の種：々の因子については余

り知られていなV・．例えば卵孚化鶏卵内冠部位の

重：要i環境要：素としてのpHに関してはAggaz－

zotti　3）（1913），　Gueylard＆Portier　4）（1925），

：Friedheim　5）（1929），川喜田6）（1938）等の部分

的研究に止まっている．私達は卵訓化鶏卵内の

pHに関して系統的に究賜せんと考え，正常卵孚

化鶏卵各液体部について卵孚化日数を追って検討

し，更に温度条件の変更，1～2の病原体接種

を行つ允場合の各部位pHの推移を調べていさ

さか知見を得たのでヒこに報告する．

第2章　聾H測定法の比較

　先ずpH測定法に関して，最近培養基の作製

にあたり，梢ヒもすると発育の悪い培養基に出

合う場合がある．その原因がpH測定法の誤差

によるのではないかと思われるので，鰐化鶏卵

のpHを測定する前にpH測定法を比較した．

pH測定法には種ダなる方法がのべられている

が，一般的に細菌学におや・て使用されてV・る方

法に加えて，正確度の高い電位差測定法をあわ

せて使用した．即ち東洋pH試験紙法，　Mich－

aelis氏法，　Hellige　comparator法，キンヒドロ

ン電極法，水素瓦斯電極法の5法について比較

検討した．

　　　　第1節　実験材料並びに方法

　　　　　第】項規準溶液
　規準溶液は緩衝能力のよい，無色かつ安易に作製出

来るものとして，S6rensen氏の燐酸緩衝液を使用し
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た．pH　5・8～8．3にいたる間に

おいて実験を行なった．その製

法については成書7）8）9）を参考

とした．

　　第2項　東洋pH
　　　　試験紙法

　試験紙は1938年度発売の

Chlor－pheno1－red（以後　C．：P．

R・と略記す），Methyl－red（以

後M．R．と略記す），：Brome－

thymole－blue（以後：B・T・B・と

略記す），：Pheno1－red（以後：P．

R．と略記す），C「esol一「ed（以

後C．R．と略記す），1948年度

発売のC．：P．R．，：B．T．：B．，　P．

R．，C．R．，M．R．＆B．T．：B．，

及び1950年度発売のM・R・，

：B・T・B・，P・R・，　C・R・を使用

した．

　実験方法は小型時計皿に試験

紙をとり，規準溶液を1滴滴下

し，30秒後，同年度発売台紙に

つき行なった．測定はすべて昼

間室温にて行ない，5回の測定

値の李均をその値とした．

　　第3項Michaelis氏

　　　法及びHelllge－

　　　comparator法

　試薬は新らしく作製せる0．1

％　p－nitropheno1水溶液及び

0・3％m－nitrophenol水溶液を

使用した．Michaelis氏法に使

用した耐久性比色標準管は教室

所有の1号，II号，　IV号，　V号

各setにつき行なった．叉
H：ellige　comparator　をま教室所

有のF・Hellige＆CO・製の
ものを使用した．

　術式は原法に従い，測定はす

べて昼間室温にて行ない，5回

の測定値の季均をその値とし

た。
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　　　　第4項　キンヒドロン電極法

　キンヒドロン電極法は一般に軽便なる電極法による

pH測定法なるため使用した．

　軍極電池はVeibel　lo）氏の電池を使用した．毎回使

用前にこれを作製した．キンヒドロンはBiilmann　ll）

氏の法により自家合成したものを使用した．白金電極

は1cm2の白金板を使用し，水銀タッチとした．電位

差計は敢室所有の英弘商会製のものを使用した．

　測定は昼間室温にて行ない，温度補正をなし，5回

の測定値の亭均をその値とした．

　　　　　第5項水素瓦斯電極法

　一般にpH測定法申水素瓦斯電極法は最も正確なる

方法であるので，私も基準的なpH測定法として水素

二期電極法を使用した．

　軍極電池として飽和甘禾電池を，水素瓦斯はキップ

襲置により作れるものを，電極は白金線に白金黒をつ

けたるものを使用し，水銀タヅチとした．電位差計は

キソヒドロン電極法に使用せるものを共用した．

　測定は昼間室温にて行ない，温度補正及び気圧補正

を行なった．5回の測定値のZF均をその値とした．

　　　　　第2節　実　験　成　績

　実験成績の比較にあたり，誤差の比較は次の

数値により行った，実測値より理論値を引いた

ものを誤差とし，誤差の算術騎馬を誤差平均と

し，誤差の縄対数の李均を絶対誤差平均とし，

最：大誤差と最小誤差の範囲を誤差範囲とし，誤

差範囲を実測回数で割ったものを誤差範囲係数

とした．すべての数値は零に近い程正確であ
る．

　　　第1項東洋pH試験紙法の成績

　東洋pH試験紙法による実験成績は第1表に

示す通りである．全体としては誤差準均
＋0．082，繕対誤差四三　0．118，誤差範囲

一〇．2～十〇．6，誤差範囲係数0．8／105，であった．

　とれを全般的に見るに正確度の点にて，種類

別ではM．R．がもっとも正確であり，次いで

C．P．R．，　M．R。＆．B．T．B．，　C．R．，　P．R．，

：B．T．13．の順に正確度が下り，年度別では1938

年度製は全く正確であり，次V・で1948年度製，

1950年度製の順に正確度が下った．

　特にM．R．＆：B．T．B．は測定範囲も広く，

且つ正確度も中位にあるので実用面が広V・と考

えられる．

　　　　第2項Michaelis氏法の成績　　一

　Michaells語法による実験成績は第2表に示す

通りであった．全体としては誤差亭均十〇・109，

縄対誤差卒均0．109，誤差範囲0～＋0．3，誤1差

範囲係数0．3／57であった．

　以上を正確度より見ると，Para－njtrophenol

は1号，H号，　IV号，　V号の順に正確度が下

り，Meta－nltroPheno】で1よIV号，　II号，　V号，

1号の順に正確度が下り，全体としてはIV号，

II号，1号，　V号の順であった．

　　第3項Hellige　comparator法の成績

　Hellige　comparator法による実験成績は第；3

表に示す通りであった．全体としては誤差卒均

十〇．107，縄対誤差亭均0．160，誤差範囲十〇・3

～一〇．3，誤差範囲係数0．6／15であった．

第3表　　Helhge　comparatorの成績

試薬種類

M．N．：P．

P．N．1〕．

理 論 PH 値：

5・86・・
P6・・i6・・i6・616・817・・【7・27・4レ・6レ・818・・18・3

誤差ZF均

一　　一　　一　　一　　一　7．0　7．2

6・16・36・516・66・86・97・0

7．3 7．4 7．6 7．8 7．98．ol＋0．025

　　一十〇．171
「

絶対誤

差物上
誤差範囲

0．125LO．3～＋0．2

0．171　　0．0～十〇．3

誤差範

囲係数

0・5／8

0・3／7

計H一 十1－H－H一■十1＋・…7・・16・1一・・3一＋・・3【・・6／15

M・N・P・………Meta－NitroPllenol　P．N．P．………Para一：NitrophenoI

　第4項キンヒド・ン電極法の成績

キンヒド・ン軍条法による実験成績は第4表

に示す如くである．全体としてとれを見るに誤

差雫均一〇．0158，絶対誤差不均0．0316，誤差

〔28】
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範囲一〇．099～＋0．038，誤差範囲係数0．137／60であった．

第4表 キンヒド・ン電極法の成績

理　論

pH値

5．288

5．589

5．906

6．239

6．468

6．643

6．813

6．979

7．168

7．381

7．731

8．043

実 測 PH 値

測　　　定　　　回　　数
1 2 3 4 5陣値
5．280

5．573

5．833

6．195

6．452

6．628

6．790

6．986

7．204

7．400

7．763

7．944

5．286

5．580

5．833

6．201

6．456

6．628

6．794

6．986

7．200

7．405

7．763

7．948

5．280

5．573

5．830

6．195

6．450

6．622

6．790

6．987

7．204

7．402

7．768

7．944

5．286

5．575

5．830

6．201

6．452

6．624

6．794

6．980

7．206

7．408

7．763

7．946

5．280

5．580

5．833

6．201

6．450

6．628

6．792

6．980

7．204

7．408

7．763

7．946

5．282

5．576

5．832

6．198

6．452

6．626

6．792

6．982

7．204

7．405

7．764

7．946

誤差李均
絶対誤

差李均
誤差範囲

一〇．00561 O．00561－0．008～一〇．002

　　　1－0．01280．0128－0．016～一〇．009
　　　1
－0．07420．0742－0．076～一〇．073
　　　1
－0．04040．0404－0．044～一〇．038
　　　1
－0．01600．0160－0．018～一〇．012
　　　1
－0．01700．0170－0．021～一〇．015
　　　1
ii；iii羅1三ilil三麟

十〇．02360．0236一十・0．019～十〇．027

十〇．03300．0330十〇．032～十〇．037

－0・09740・0974 u0・099～騨0・095

誤差範

囲係数

0．006／5

0・007／5

0・003／5

0．006／5

0・006／5

0・006／5

0・004／5

0・009／5

0・006／5

0・008／5

0・005／5

0・004／5

総計1 ト・…581…316一…99一＋…381…37／6・

　ヒれを見るにpH　8．0以上になるとその測定

誤差は著しく増大し，測定の価値を失するヒと

が多い．それ故pH　8．0以下にては非常に良好

なる結果を得るも，pH　8．0以上では実験誤差

の基となる～二とが考えられる．

　　　第5項水素瓦斯電極法の成績

　水素瓦斯電極法による実験成績は第5表に示

す如くである．これを見るに，誤差論均一〇．0003・

維対誤差雫均0．00167，誤差範囲　一〇．004～

＋0．004，誤差範囲係数0．008／60，であっπ・

第5表　水素瓦斯電極法の成績

理　論

pH値

実 測 pH 値

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　誤差閃閃

1測 Q定 R回 S数 T陣剛
5．288

5．589

5．906

6．239

6．468

6．643

6．813

6．979

7．168

プ381

7．731

8．043

5．288

5．591

5．906

6．237

6．466

6．640

6．815

6．980

7．］67

7．382

7．730

8．041

5．286

5．587

5．904

6．237

6．466

6．644

6．817

6．982

7．167

7．384

7．729

8．043

5．290

5．591

5．906

6．240

6．464

6．643

β．814

6．979

7．167

7．384

7．728

8．041

5．286

5．592

5．904

6．241

6．467

6．642

6．815

6．979

7．165

7．382

7．730

8．043

5．290

5．589

5．904

6．240

6．464

6．640

6．814

6．981

7．168

7．382

7．728

8．041

5．2880

5．5896

5．9048

6．2390

6．4654

6．6418

6．8150

6．9802

6．1668

7．3828

7．7290

8．0418

　0．0000

十〇．0006

－0．00エ2

　0．0000

－0．0026

－0．0012

十〇下0020

十〇．0012

－0．0012

十〇．0018

－0．0020

－0．0012

絶対誤

差南無
増齢範囲

0．00エ2

0．0016

0．0026

0．0016

0．0020

0．0012

0．0012

0．0018

0．0020

0．0012

＄：8巳ニョ＝8：：：：ε董＝＝二‡巳：9含：

一〇．002～　　0．000

－0．002～十〇．002

－0．004～一〇．001

－0．004～十〇．001

十〇．001～十〇．004

　0．000～十〇．003

＿0．003～　　0．000

十〇．001～十〇．003

1＿ O。003～一〇．001

－0．002～　　0．000

誤差範

囲係数

0．004／5

0・005／5

0・002／5

0．004／5

0．003／5

0。005／5

0．oo3／5

0．oo3／5

0．003／5

0。002／5

0・002／5

0・002／5

面心 i 1一・・…3：・・…7ト・…4一＋・…4；・…8／6・
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　以上の成績は標準測定法として全く誤差がな

いといってよい程の成績であった．

　　　　　第3節　小　　　　括

第2節第1項より第5項迄の成績を総括する

と第6表の如くになる．

　ヒれを誤差二三より正確度を見るに，水素瓦

斯電極法，キンヒドロン電極法，東洋pH試験

紙法，Hellige　comparator法，　Michaelis氏法の

第6表　　pH測定法誤差の比較

＼翠　　差　　　　　　　　　測定法種類　　＼

東

洋

pH
試

験

紙

法

試

験

紙

別

年

度

別

　　C．P．R．

　　M．R．

　　B．T．：B．

M．R．＆：B．T．：B．

　　P．R．

　　C．R．

1938年度製
1948年度製
1950年謹製

誤差李均

十〇．033

－0．007

十〇．148

　0
十〇．104

十〇．コ00

　0
十〇．143

十〇．097

繕対誤差中畑

0．033

0．007

0．156

0．109

0．184

0．110

0

0．183

0．176

誤　差　範　囲

　0　　～十〇．1

－0．1　～　0

－0．1　～十〇．6

－0．2　～十〇．2

－0．2　～十〇．5

－0．1　～十〇．4

　0

－0．2　～十〇．5

－0．2　～十〇．6

誤差範
囲係数：

0・1／9
0・ユ／14

0・7／25

0・4／11

0・7／25

0・5／21

　0／35
0・7／40

0・8／30

総 計 1＋…82 ・…8ト・・2一＋・・6 0・8／105

Michaelis

氏法

Ile11ige

Comparator

　法

総

P．N．：P．

M．N．P．

計

総

：P．N．：P．

M．N．：P．

計

キンヒドロン電極法
水素ガス電　極　法

治〇．168

十〇．063

十〇．109

十〇．171

十〇．025

十〇．107

一〇．0158

－0．00030

0．168

0．063

0．109

0．171

0．125

0．160

0．0316

0．00167

十〇．1　～十〇．3

十〇　　～十〇．2

　0　　～十〇．3

　0　　～十〇．3

－0．3　～十〇．2

－0．3　～十〇．3

一一 Z．099～十〇．038

－0．004～十〇．004

0・2／25
0．2　／32

0・3／57

0・3／7
0。5／8
0・6／15

0．137／　60

0．008／60

順となる．縄対誤差雫均より正確度を見るに，

水素瓦斯電極法，キンヒドロン電極法，Mich－

aelis氏法，東洋PH試験紙法，　Helllge　com－

parator法の順に，誤差範囲及び誤差範囲係数

より正確度を見るに水素瓦斯電極法，キンヒド

ロン電極法，Mlchaelis氏法，　Helllge　comparator

法東洋pH試験紙法の順になる．

　ヒれを全般的に見るに，水素瓦斯電極法は他

のあらゆる測定法に比べ桁外れに正確であり，

その誤差範囲も±0．004であった，キンヒドロ

ン電極法は電極法・として比色法に比較して正確

ではあるが，正確度の点にて水素瓦斯電極法に

比して梢ζ劣るも，簡便に測定出来る点非常に

価値ある測定法である．Michaelis氏法，Hellige

colnparator法，東洋pH試験紙法は略ζ似た

正確度であるが，東洋pH試験紙法の内1938年

度製は正確であるが，1948年度製及び1950年度

製は非常に正確度が劣っている．特にB．T．B，，

P．R．等は誤差範囲が0・7もあるので大きな誤

差の基となり得る．叉M．R．＆：B．T．B．はそ

の測定範囲がpH　5．0～8・0に到る広範囲であ

り，その誤差も中等度である点，実用面におい

て非常に良き簡便なる方法と考える．
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第3章正常及び感染購化鶏卵のpHの推移に関する研究

　　　　　第1節　実験材料及び方法

　　　　　第1項　実　験　材　料

　鶏卵は敢室にて飼育せる白色レソグホソの受精卵を

使用した．測定材料は艀化鶏卵の液体部分とし，清浄

滅菌注射盟にて別個に採取せる生存卵の羊水，尿液，

卵黄，卵白を使用した．

　感染には普通大腸菌：Escherichia　coli（学生株），黄

色ブドウ球菌Micrococcus　pyogenus　var・aureus（寺

島株）の2株を使用した．

　　　　　第2項pH測定法
　pHの測定は前章の実験より簡便で，精度の高いキ

ンヒドロソ電極法を使用した．測定はすべて室温にて

行ない，温度補正をなし，5回の測定値の李均をその

値とした．但しこの測定法は蛋白誤差があるためpH

試験紙法を参考として用いた．

　　　　　第3項一般的実験法

第7表　正常艀化鶏卵のpH
　　　（39。Cにて艀卵）

艀化日数

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

羊　水

6．74

6．75

6．75

6．75

6．74

6．72

6．73

6．73

6．79

6．81

薪能 P卵黄

8．19

8．16

8．09

8．05

7．97

7．95

7．87

7．84

7．76

。6．71

6．81

7．00

7．03

7．04

7．04

7．05

7．13

7．26

7．38

7．52

卵　白

8．23

8．21

8．18

8．G6

7．89

7．86

7．81

7．76

7．60

7．51

　学期は39。Cにて横位贈卵を行ない，1日1回

放冷回転を行なった．

　pHの測定はすべて生存卵5個日材料につき行

ない，5個の算術李均をその値とした．

　鰐化鶏卵に菌を接種するにはニロ法により，尿

膜腔内に0．2m1の菌液を接種し，その後24，48，

72時間培養後にpHめ測定を行なった．

　その他細部の実験方法はその都度各条項にての

べることとする．

　　　　第2節実験成績
　　第1項39。Cにて艀化せる正常

　　　　　二化鶏卵のpHの推移

　受精鶏卵を・39。Cに卵孚話し6日より15日

に到る間に，各液体部分について各5例の

pHを測定した．その成績は第7表及び第

1図に示す如くである，

　艮Pち羊水は16日5回ヒこてpH：6．74に、て二15

禦羅1…7i…61・…1…7

第；工図正常艀化鶏卵のpH（39。Cにて艀卵）

／

pH　8・5

8．o

ア．5

7．9

6，5

・・：こ’、・陶・一・

　　　　へ　、』●●『磯・㌧．

！
ノ
！声

、

、1隔’ウ・…．殉．．鴨

　　　　　　　　サリロロ

　、＼川漁こ”・臥＼．
　　　　　　コヘロへ　　　りり
　　　　　　　　●＼．～
　　　　　　　　　　域．　（卵黄）
　　　　　　　　　　、＞4（卯白）

　　　　　　　　／償
　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　o
　　　　　　　！　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　5
　　　　　　りρ　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　，（羊水）
●（尿液）

日に到る間ほとんど変化なく，略ζpH．6．75で

ある．尿液：は6日卵にてはpH　8．19で次第

に下降して14日卵にてはpH　7．76となり，15

日卵では：急激に下降してpH　6．7ユとなった．

5日黄は　6　日5日にて　P壬1　6．81で8　日5回にて　　pH：

7．03と僅かに上昇し，11日卵に到る間ほとんど

変化なく，12日卵より叉急角度に上昇し，15日

678910111215
一一囎 r水　一・嗣一。卵白
琳“畷ρ尿液　　い鵬μ賢噛卵　黄’

14　　15

つ卿回日野

卵にてはpH　7．52となった．卵白は6日卵に

てはpH　8・23にて次：第に下降し，15日卵では

pH　7．51　となった，

　　　第2項39。Cにて10日聞贈卵後

　　　　35CCに温度をi変えた正常艀

　　　　　　化鶏卵のpHの推移

　受：精鶏卵を39。Cにて10日闇卵孚卵後，35。C
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の贈i卵器に移し変え，引続き11日目より15日目

に到る間，各液体部分について各5例のpHを

測定した．その成績は第8表及び第2図に示す

如くである．

第8表　　正常艀化鶏卵のpH（温度を変えた時）

液体部分

10

11

12

13

14

15

水

39。C

6．74

6．72

6．73

6．73

6．79

6．81

35。C

6．75

6．72

6．74

6．73

6．72

尿 液

39。C

7．97

7．95

7．87

7．84

7．76

6．71

35。C

8．05

8．07

8．15

8．17

8．18

卵 黄

39。C

7．04

7．05

7．13

7．26

7．38

7．52

35。C

7．04

7．04

7．00

7．00

6．99

卵 白

39。C

7。89

7．86

7．81

7．76

7．60

7．51

35。C

7．91

7．80

7．63

7．46

7．36

繍差勅｛…831…321…541・・1241…9gl…841…6gl・・122

1
pH　85

80

7．5

7．0

6．5

第2図　正常艀化鶏卵のpH
　　　（温度を変えた時）

　　　　　　　．，。．．．．…9・…一〇2（尿液）

＼噛’Ψ∴・一・・．、

　＼鱈＝じ一一へ＝喝㌔、
　　　ロへ　　ヘロ　コ　　ロのりの　
　　　　へ　ゆ　　　　　　　　　ちコ
　　　　　、：こ一＼’鴨㍉r
　　　　　　●、　　　　、噛　　・．
　　　　　　　　へ　　　　ロ　　
　　　　　　　　へり　ぽ
　　　　　　　　…〉黛囎

　　　　　　　〆’　　ち　　2（卵白）

　　　　　　ク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
　　　　　ノノノ　　　　　　　　　　ち

紳輔噺口口』脳一…一一…一ら→2（卵黄）

　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　、鷺1

　　　　　　　　　　　　1（尿液）

9　　　10　　　11　　　12　　　15　　　14　　　15

　　　　　　　　　　　　1．……39。Cにて購卵せる時　　艀卵日数

2．・・…・39。C　10日卵を35。Cに変えた時

　　　羊、水　 一・一・一一。卵白

師……．尿液　　レー一一一一6耳漏

　即ち羊水はやはり温度を変棄．ない時と同様に

pH　6．75である．丁丁は10日卵でpH　7・97で

あり，それ以後かえって上昇して，15日卵にて

pH　8．18となる．卵黄は尿液の場合と反対に

10日卵にてpH　7．04であったものが，僅かに

下降して15日卵にてpH　6・99となる，卵白は

10日卵にてpB：7．89であったものがやはり温

度を変えないものと同様下降を続け，15日卵に

てpH：7．36となる．

　　第3項Micrococcus　pyogenes　var．

　　　aureus（寺島株）感染鰐化鶏卵

　　　　　　　　のpHの推移

　受精卵を10日闇39。Cにて卵孚卵せる10日卵の

尿膜腔内に二口法により，Micrococcus　pyogenes

var．　auτeus（寺島株）のブ・イヨン24時聞培養の

10－8稀釈0．2m1をi接：解し，～これを35。Cに「て

培養し，24，48，72時二目の生存卵につき，各

液体部のpHを測定した．但し72時闇目は全卵

死亡せるため測定を行うととが出来なかった．

　その成績は第9表及び第3図に示す如くであ

った．即ち羊水は非感染卵ではpH　6，75で変

化しないが，感染卵では著明に下降し，24時聞

目にpH　6．52，48時聞目にpH　6・40となっ

た．尿液は非感染卵ではpH．7．95よりpH　8．05

えと僅かに上昇するに，感染卵では24時問目に

pH　7．88と一応下降し，後pH：8．05と上昇す

るも顕著なる差を見るヒとが出来なかった．卵

黄は非感染卵ではpH　7・04で変化がないが，

感染卵では24時聞月でpH　7．01と僅かに下降

後，48時闇目でpH　7．04と上昇する．卵白は

非感染卵ではpH　7．89からpH　7．80に僅か
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第9表　感染鰐化鶏卵のpH

培養時間

正　羊

常＿尿

　　卵
卵　卵

ブ菌
ド感

ウ染
球卵

水

彩

黄

白

羊

尿

卵

卵

水

液

黄

白

　　1羊水
大周
　　尿　回
腸染
　　卵　黄
菌卵
　　卵　白

0

6．75

7．97

7．04

7．89

6．75

7．97

7．04

7．89

6．75

7．97

7．04

7．89

24

6．75

8．05

7．04

7．91

6．52

7．88

7．01

8．16

6．55

7．67

6．90

7．78

48

6．72

8．07

7。04

7．80

6．40

8．05

7．14

8．05

6．38

7．77

7．ユ2

7．71

72

6．74

8．15

7．00

7．63

死亡

死亡

死亡

死亡

死亡

死亡

死亡

死亡

二三誤
差卒均

0．032

0．082

0．099

0．177

0．058

0．067

0．117

0．075

0．039

0．077

0．132

0．067

第3図感染購i化鶏卵のPH
（M・pyo・var・aureus接種）

　　　第4項Escherichia‘coli（学生）

　　　　感染艀化鶏卵のpHの推移

　Escherichia　coll（学生）の24時間ブイヨン培

養の10－6稀釈0．2m1を前項同町に接種し，

前項同様の測定を行った．72時間目は前項同様

全卵死亡せるため測定は出来なかった．

第4図感染購i化鶏卵のpH
　　　（：E・c・1i接種）

18・5

pH

80

1
PH

85

80

75

70

65

60

》il：鑑　
　　　　o　、．、、o、

　　　　　　　＼＼・＼

　　　　　　　　　＼．　　　　　　　　　＼1（卵白）

　　　　　ノ・徐志
一一一一●弓罵＝＝♪乙甲一◎噛一噌喝鴨＿＿＿．噂1（卵黄｝

75

70

6，5

6，0

　　　　　　　．調・川・…◎1（尿液）
　　　．の．・・…峰・●’
～・…ぐ・・．●．’ @　　　　　　　　　　・
　　ロ　ロ

　瞬くミ：こ〉唾薦

　　　｝・篠弁＼
　　　　　　　　　●、　　　　　　　　　　’．1（卵自｝

　　　　　．2焉蘭

『”ﾄてプ　鴨一一…q（9噴）

　　　σ

2篠蒜

一24　　　　0　　　　24　　　　48　　　　72　　　96

　　　　　　　培養時間
　1正常卵
　2　感染卵

　一一羊　水　一。一一鴨卵　黄

，……・ A液，一・一・・卵白

1（羊水）

野蒜

一24　　　　0　　　　24　　　　48　　　　72　　　S6

　　　　　　　塔養時間一
　1正常卵
　2　感染卵
　6一一一噛羊水←一一一卵黄

　・一・一日間い一一・。卵白

1（茱水）

に下降するも感染卵では24時聞目にpH　8．16

と上昇し後48時間目にpH：8．05と僅かに下降

する．以上を見ると羊水において著明なる変化

が見られるのみで，他の部分は実験例数も少な

きため有意義であるかどうかは不明である．

　その成績は第9表及び第4図に示す通りであ

った．即ち羊水はブドウi球菌接i種に同檬；著明に

下降し，24時間目にpH　6・60，『48時聞目にpH

6・40となった．尿液は24時間目にpH　7．67と

下降し後48時聞目にpH　7．77と僅かに上昇す

る　卵黄はブドウ球菌接種と同檬に24時聞で

pH　6．908搬下降後pH　7．12と上昇する．

卵白は非感染卵に比し梢ζ著明に下降し48時闇

で　pH：7．71　となる．

　以上を見ると羊水における変化，及び尿液，

　卵白における変化は矛傑著明なる変化であ

り，卵白の変化はブドウ球菌感染卵と異なった

変化であるように思われるも実験呼数が少なく

意義ある変化とは思われない．
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　　　　　第3節考　　　　案

　39。Cにて贈卵せる正常町営鶏卵，390Cよ

り35。Cに艀化温度を変えた正常艀化鶏卵，及

びブドウ球菌及び大腸菌にて感染せる骨化鶏卵

のpHの推移を観察した．一般に多くの研究者

が観察しているのは390Cにて贈i化せる正常卵

のみであり，贈答温度を変化せる正常鰐化鶏

卵，及び感染鰐化鶏卵については全く文献を見

ない．そのi変化をまとめると次の如くになる．

　1）39。Cにて贈i卵せる正常鰐化鶏卵

　a）羊水　羊水は一般に変化が少なく　pH

6．74の弱酸性である．ヒれは羊水中に胎見が

生存して：》・る関係上その変化を少なくする必要

からと考えられる．ヒのpHが下見の生活に最：

も適したpHと考えられる．それ故分離直後の

virusの培養に羊膜腔内が使用されるのはもっ

とものヒとであろう．

　b）尿液　6日卵でpH　8．19で次第に下降し

て酸性にかたむく．ヒれは主として尿酸の蓄積

によるものである12）13）．特に15日野にて尿酸の

蓄積多く，ために急激に下降して酸性となる．

ヒのように尿液が酸性にかたむく～二とは多くの

研究者4）5）6）も観察しているが、その値はかな

らずしも一定してV・ない．ヒれはそのsample

の取り方及び例数の多少及び実験方法の差等に

帰せられる。

　c）卵黄　6日卵でpH　6．81で以後pH　7．00

ぐらいにとどまり，11日卵より叉アルカリ性に

かたむく．このことは既にAggozzotti　b及び

Gueylard　4）等；により観察されているが，その

値はいささか差がある．とれは置数が非常に少

ないためであり，観察回数も少なV・のでその値

の差は個体差と見るべきである．アルカリ性へ

の転移は種々の有機酸，アミノ酸等の酸性物質

が栄養素として：吸牧されるために起るものと考

えられる．

　d）卵白　一般にアルカリ半側にあり，この

ととは未受精卵にても見られる点より考えて艀

化によるものではないと考えられる．

　2）低温に変えた場合

　温度を低温に変えた場合一般にpHの変化は

少なくなる．このことは代謝が弱くなるためと

考えられる．尿液ではかえって僅かにアルカリ

性に変化する．一般に微生物接種：後低温に変え

るのは各微生物の至適温度とする外にpHの変

化も少なくなって都合がよV・ためであろう．

　3）接種卵

　接種卵は実験例数も少なく叉48時間以後の測

定は困難なるためその意義は不明であるがブド

ウ球菌，大腸菌感染にさいし羊水中にふくまれ

る糖類その他を菌が分解して酸性になる，ヒの

ため胎見の死亡を早めると考えられる．叉急性

感染のさいブドウ球菌及び大腸菌感染でも艀化

鶏卵内のpHの変化は同一である如く思われ
る．

　一般に接種卵に10～12日卵を使用し，この時

に35。Cの低温に変える方法は尿膜腔内接種に

おV・ては理想的なpHの環境であろうと考えら

れ，従来の接種法の良き裏づけと考えられる．

第4章結

　警部鶏卵の各液体部分（尿液，羊水，卵黄，

卵白）についてpHの推移を観察した．

　1．pHの測定法5法を比較したるに，水素

ガス電極法が最も正しく，キンヒドロン電極

法，Mi｛haehs開法，　Hel11ge　comparator法の

順に悪くなり，東洋試験紙法が最も不正確であ

った．

論

H．キンヒドロン電極法により，卵の各液体

部分のpHを測定した．

　a）39。Cにて卿卵し，6～15日卵につき測定

したものは，早早，卵白は酸性にかたむき，卵

黄はアルカリ性に変化し，羊水は殆んど変化が

なかつ：た．

　b）39。Cにて10日間鰐卵後。35。Cに移し，
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引続き11～15日卵につきpHを測定したもの

は，尿液，羊水，卵黄は変化少なく，卵白はや

はり酸性にかたむい：た．

　c）Micrococcus　pyoges　var．　aureus（寺島）を

接種し，その後24及び48各時闇において測定し

たものでは，尿液は初め酸性に，後アルカリ性

に，羊水は初めより酸性に，卵黄は著変なく卵

白は初めよリアルカリ性にかたむV・た．

　d＞Escherichia　coli（学生）を接種：し，その後

24及び48各時間において測定したものでは，尿

液は初め酸性，後禾様アルカリ性に，羊：水は初

めより酸性に，卵黄は酸性後アルカリ性に変化

し，卵白は初めより酸性にか『たむいた．

　稿を終るにのぞみ御指ii箪御校閲して下さった恩師谷

教授に深謝致します．
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